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l  は  じ め に

ヘアリーベッチを用いた雑草管理については,1990年代

初頭から畑地の雑草管理や果樹園の下草としての利用が増

えており,こ の雑草抑制メカニズムについても藤井による

報告がなされている。 しかし,こ れまでのヘアリーベッチ

の利用は西日本など暖地に限られ,東北地方など寒冷地に

おける事例はほとんどみられないのが実状である。そこで

筆者らは,寒冷地である東北地方におけるヘアリーベ ッチ

の雑草抑制効果について検討 したので報告する。

2試 験 方 法

(1)秋まき栽培

1997年 はヘアリーベ ′チの雑草抑制効果について,翌年
の1998年 は前年度の結果をふまえ,播種時期と播種量の検

討を行った。

1997年 は播種時期を9月 16日 ,播種量を l kg/10aに設

定し,無播種区との比較を行った。1998年 は,播種時期を

9月 28日 ,10月 9日 ,10月 19日 の 3段階,播種量は 3 kg/
10aと l kg/10aの 2段階とし,ヘアリーベッチの越冬後

における生育と雑草発生状況について調査を行った。

2)ヘアリーベ ソチの春まき栽培

1998年 は,播種時期を4月 6日 ,播種量を 4 kg/1oaと
し,無播種区と比較 した。1999年 は播種時期を4月 5日

,

4月 15日 , 4月 26日 とし,播種量は 3 kg/10aと l kg/

10aと した。

なお,本試験は山形市にある山形県立農業試験場内の畑

作圃場で行い,播種前には耕転を行っている。

3 試験結果及び考察

(D ヘアリーベ ンチの秋まき栽培

表 1 秋まきヘアリーベッチ圃場の雑草発生状況 (1998年 )

1997年 の雑草発生状況を表 1に示した。

発生 した主な雑草はエゾノギシギシ,ス カンタゴボウ, ヒ

メジョオンであった。雑草発生量は無播種区と比較 して

182%と低く,ヘアリーベッチによる雑草抑制効果が認め

られた。

1998年の生育状況について表 2に示 した。
ヘアリーベッチの生育は全ての区で同様の傾向を示し, 5

月下旬が叢生のピーク,7月 中旬には枯死の状態となった。

生育量の推移は9月 28日 播種区と10月 9日 播種区との間に

は明確な違いはみられなかったが,こ れら2区 と10月 19日

播種区との間では,10月 19日播種区が 5月 6日 における風

乾重が軽く,5月 12日調査時の草冠が低いなど,明 らかな

差がみられた。これは,播種時期が遅い10月 19日播種区で

は越冬前の生育量が少なかったことによるものと推察され

る。播種量の違いによる比較では,叢生のピーク時におけ

る風乾重はどの区とも大差がみられなかったものの,そ の

前後の期間は播種量が多いほど生育量も多くなる傾向がみ

られた。

次に試験圃場における雑草発生状況を表 3に示 した。

圃場内で発生 した主雑草は,ウ シハコベ,オ オイヌノフグ

リ,オ ランダミミナグサ,ス ズメノテッボウ,ェ ゾノギシ

ギシであった。これらの雑草はヘアリーベッチの生育量に

反比例 して少なくなる傾向を示し,抑制効果がみられなかっ

たエゾノギシギンを差し引いた雑草量について比較した場

合,5月 6日 ではヘアリーベ ッチの播種時期が早く,播種

量が多いほど雑草の量が少なくなる傾向を示 した。また 3

週間後の5月 27日 では,各区とも前回調査の 4割～ 1割程

度の雑草量となり,更 に 1ケ 月後の 6月 25日 調査ではエゾ

ノギシギシ以外の雑草はほとんどみられない状態となった。
この結果から,ヘ アリーベッチによる雑草抑制はどの区と

も認められ,l kg/10aの 播種量でも抑草効果があると考
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表 2 秋まきヘアリーベッチの生育状況 (1999年 )
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えられた。また,早い時期から雑草の発生を抑制すること

は,翌年に残る雑草の種子量を少なくする効果が期待でき

ることから,播種時期を9月 28日 から10月 9日 頃,播種量

を 317g/10aと した場合,よ り抑草の効果が現れるものと

考える。

なお,エ ゾノギシギンについては,その抑制が十分では

なく,ヘ アリーベッチが枯死した7月 以降は特に生育が旺

盛となったことから,ギシギシ類に対する雑草抑制効果は

不十分であるものと判断した。

●)ヘアリーベ ノヽチの春まき栽培

1998年の試験における雑草発生状況を表 4に示した。 7

月8日 に行った調査では,雑草の発生量が無播種区と比較

して16%程度となり,秋作と同様に抑制効果が認められた。

しかし1999年の試験では播種期における少雨の影響でヘア

リーベッチの出芽が不良となり,雑草が抑制されなかった。

ヘアリーベッチの春まきについては,更に年次間差などの

4

検討を行う必要があると考えられる。

以上の結果から,ヘアリーベ ′チ秋まきによる雑草抑制

はエゾノギシギシ以外の草種に対し効果が高いと考えられ

た。なお,播種時期を9月 下旬から10月 の上旬,播種量は

3 kg/10aと することで,翌年の雑草発生量の減少 も期待

でき,よ り効果的であると考えられる。

4 ま  と  め

山形県におけるヘアリーベ ッチを用いた雑草抑制につい

て検討を行ったところ,秋まきでエゾノギシギシ以外の草

種に対して抑制効果がみられた。
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注 数字は♂あたり風乾重 (g) ギシギシ除外は雑草合計からギシギシの乾物重を除外した。
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